
調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

（注）試料量を50mLに変更した例があった。

[11] タリウム及
びその化合物
（タリウムとし
て）

【水質】

水質試料 加熱処理・濃縮 ろ過

100mL

溶媒抽出 濃縮

1mol/L臭化水素酸
水溶液 15mL

加熱
乾固まで

定容 ICP-MS

濃硝酸 2mL
95℃、2時間

ろ紙 5種B

分析原理：ICP-MS

検出下限値：
【水質】（ng/L）
   [11] 0.14

分析条件：
 機器
   ICP-MS：Agilent 7800

ICP-MS

酸処理

精製水
100mL
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加熱酸分解 溶解

濃硝酸 0.5mL、乾固まで
30%過酸化水素水
0.5mL、乾固まで

定容

ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ 10mL
振とう、10分間

ろ紙 5種B濃硝酸 5mL
95℃

50～70mLまで

水質試料 加熱処理 ろ過

100mL

濃硝酸 0.5mL 精製水
10mL

内標準物質添加
ﾋﾞｽﾏｽ 50ng

分析原理：ICP-MS

検出下限値：

 【大気】（ng/m3
）

   [11] 0.00020

分析条件：
 機器
   ICP-MS：Agilent 7700　他

【大気】

大気 捕集 分取

石英繊維ろ紙
700L/分×24時間

ろ紙を8等分し、
その2片を分取
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加熱酸分解 溶解・定容 ICP-MS

濃硝酸 10mL
48%ﾌｯ酸水溶液 5mL

70%過塩素酸水 0.5mL
250℃、2時間

2%濃硝水溶液
50mL

内標準物質添加
ﾚﾆｳﾑ 1,000ng

（注）定容量を50mLから15mL又は20mLに変更した例があった。

淡水試料

海水試料

内標準物質添加
ﾋﾞｽﾏｽ 500ng


